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キバネクロバエの虜
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ある日のフィールドノートから　　鳥の渡り

 動物体そのものに寄生する場合、そ

の寄生形態には様々あり、例えば、

栄養となる体液などを少しずつ吸収

するため、寄主を殺してしまうこと

なく、ともに元気に成長していくタ

イプ、その成長が寄主の生存に大き

な影響を与え、最終的には、寄主が

衰弱して死んでしまうタイプなどが

あります。また、これらの種が寄主

に依存する度合いも様々なようで、

心に決めた相手でなければ絶対にダ

メという場合から、ある程度似てい

れば多少の違いは許容範囲という場

合まであるようです。

 前述のヒグマの糞につく2種類のハ

エの場合でも、タテヤマミドリイエ

バエは、やや深い山地で、明らかに

ヒグマの生息圏と思われる場所に生

息していたのですが、キバネクロバ

エについては、市街地中心を流れ

る、クマが発見されれば大騒ぎとな

るような河川の河川敷でも目撃した

ことがあります。一体何の糞についてい

たのか、確かなことはわかりませんが、

キバネクロバエは、これらのハエ類の中

では意外に浮気性、言い換えれば、たく

ましい部類に入るのかもしれません。

　いずれにしても、これら特定の寄生・

食性対象を持つ昆虫類は、その存続をそ

れぞれの寄主の生息状態に依存していま

す。これらの昆虫類を保全することは、

寄主を含めたより大きな環境の保全へと

繋がって行きます。彼らは一寸の小さな

体ながらも、大きな力を秘めているので

す。

(北海道支社自然環境研究室・稲守 恵)

　キバネクロバエは、大きさが10～13mm

ほどの大型のハエで、青藍色に輝く体に

すらりと伸びた目立つ黄色い翅を備えて

います。

 クロバエと名は付いていますが、イエ

バエ科に属し、北海道と本州に分布して

います。

 その生態については詳しくは知られて

いないようですが、主に山地でみられ、

動物の糞から発生し、特に、北海道では

ヒグマ、本州ではツキノワグマの糞につ

くとされています。

 特定の動物やその糞、巣などからの発

生が報告されているハエ類は他にも多く

知られています。同じくクマの糞から発

生するとされるタテヤマミドリイエバ

エ、野鳥の雛の皮下に寄生するヤドリト

リキンバエ、野鳥の巣から発生するトリ

ノストゲアシイエバエ、変わったところ

では、北海道の高山のガレ場にのみ生息

するナキウサギに寄生するナキウサギヒ

フバエなどがそうです。

キ

◆キバネクロバエ◆

キバネクロバエの虜

◆キバネクロバエ◆

◆クマ糞◆
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■鳥の渡りについてはまだまだ

分からないことが多く、標識調査

や衛星による追跡調査で少しず

つですがその謎が解明されつつ

あるようです。オオハクチョウや

コハクチョウは、体重が6～12キ

ロもあるにもかかわらず、遠くシベリ

アの地から日本をめざして3 0 0 0 ～

4000キロもの距離を渡って来ます。

マガンは時速100キロで約10時間飛

び続けたという報告もあります。生ま

れて数ヶ月しかたたない幼鳥でも、

家族と共にはるばる海を越えて何千

㎞も渡ってくるのですからすごいこと

です。

■調査中ではありましたが、１人たた

ずんで渡っていく鳥達を見るのは、な

んて贅沢なことだろうと思いました。そ

して、いつまでもこの光景が失われる

ことなく続いていって欲しいと思いま

した。

(東京本社自然環境研究室・渡辺由佳)

■ある冬の日、山の中で猛禽類の

定点調査を行っているときでした。

寒さをこらえながら猛禽類が出る

のを今か今かと待っていると、遠く

頭の上から、「コォー、コォー」という

複数の大きな鳴き声が聞こえてき

ました。あれ？なんでこんな方向から

聞こえるんやろ？と思い空を見上げる

と、遙か上空にハクチョウの群れが編

隊を組んで飛翔する姿がありました。

渡りの途中なのでしょう、群れはさかん

に鳴き交わしながら、さまざまに形を変

え、悠々と飛び去って行きました。ま

た、別の日には大空にマガンが渡っ

て行く姿を見たこともありました。越冬

地の田んぼや水辺で休息したり、餌を

食べたりして、のんびり過ごしている

（ように見える？）彼らの姿を見たことは

ありましたが、実際に渡って行く途中

の姿を見るのは初めてでした。観察し

ていると、肉眼でも良く見える高さを飛

翔している場合もありますが、空に溶

　医療関係の仕事から動植物調査の会社の事務員さんとなり、早3年目

を迎えました。入社当時は動物の骨や鳥の羽・魚のホルマリン漬けなど

が日常当たり前のように並んでいる風景に驚き続け、とても新鮮な毎日

を過ごしていました。ですが慣れとは恐ろしいもので、最近は少々の事

では驚かなくなってきました。

　最近初めて「虫洗い」というものにチャレンジすることができ、虫の

違いなど全くわからなかったのですが、時間が経つにつれ、虫の体の色・

羽の模様・脚の長さ・頭など、だんだん微妙な違いを見つけることがで

きるようになり、ひとり喜んでいました。まだ現地調査のお手伝いに出

たことはありませんが、この「虫洗い」のようにいつかはチャレンジし

てみたいと野望を持ちつつ、身も心も地環の人間になりつつある自分が

少しうれしい今日この頃です。

編
集
後
記

素朴な疑問やご感想など下記のアドレスまでお寄せください。

お待ちしています。

E-mail：nl-info@chiikan.co.jp
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あ る 日 の フ ィ ー ル ド ・ノートから

鳥の渡り

けいりそうなほどの高空（双眼鏡で確認

してやっと見つけられるくらい）を飛翔

している場合もあります。たいていその

存在に気付くのは鳴き声からで、とても

離れた距離からでも、驚くほどその鳴き

声はよく聞こえました。

■数年前に「WATARIDORI」という映画

が日本でも公開され話題になりまし

た。それを見に行った時も渡る鳥の美

しさにただただ感動！でしたが、実際

に渡りを目の当たりにした時は、その

力強さと厳しさに圧倒され、しばし見と

れてしまいました。
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お 待 ち し て い ま す

（岡崎　康代）

◆渡り途中のオオハクチョウの群れ◆




